
●各年度における家庭系ごみと事業系ごみの排出量の推移 ●家庭系ごみ月別排出量の推移（平成２７年度速報値）
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資料３
近年のごみ量の推移等について
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グラフ１ 家庭系ごみ排出量の推移
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グラフ３ 家庭系ごみ月別排出量の推移（平成27年度速報値）（家庭系直搬を含む）
（ｔ） （ｇ/人・日）

　収集ごみ・・・燃やすごみ、燃やさないごみ、普通ごみ、粗大ごみ
　直搬ごみ・・・家庭系の処理施設への直接搬入ごみ
　資源物・・・家庭系収集資源物（プラマーク容器包装、ペットボトル、びん、缶、特定５品目、古紙類、枝葉・草）

　集団・拠点回収・・・集団資源回収量と拠点回収量の合計
１人１日あたりのごみ量＝（収集ごみ＋直搬ごみ（有料））÷人口（人）÷年間日数（日）

486
502

491

437
420

473

493 503

481

439
430

488
509 512 506

9,5139,722

3,817

4,874 4,788
4,411 4,455

4,124
3,901 3,767 3,595

2,769

2,169

3,004

4,038

4,677 4,538
4,339

4,113 4,195
3,872 3,740

2,937
2,631

2,034

3,3853,820

4,590
4,240

100

200

300

400

500

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

1人1日あたりごみ量 H25 1人1日あたりごみ量 H26 1人1日あたりごみ量 H27

ごみ H25 ごみ H26 ごみ H27

199,199 
160,285 

142,087 140,176 140,632 141,627 138,986 137,443 

5,855 8,107 7,544 8,733 9,733 10,196 

497 494 496 506 501 499

400

500

600

0

50000

100000

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６
収集ごみ 直搬ごみ 資源物 集団・拠点回収 １人１日あたりのごみ量

１人１日あたりのごみ量＝（収集ごみ＋直搬ごみ（有料））÷人口（人）÷年間日数（日）
　※直搬ごみを家庭系と事業系で分けて統計をとるようになったのは新制度開始以降

●リサイクル率
平成２６年度：２７．９％（平成２５年度：２７．２％（人口５０万人以上の都市中第２位）、平成２４年度：２６．９％（同５位））
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【平成２６年度家庭系ごみ量について】

○ごみが前年度比で1,543ｔ減(1.1％減)

内訳

・燃やす(普通)ごみ・・・858t減少(0.7％減)

・燃やさないごみ・・・・278t減少(6.9％減)

・粗大ごみ・・・・・・・407t減少(11.5％減)

※考えられる要因

⇒年度前半は消費税増税による影響

○資源物が前年比で1,175t減少(2.6％減)

主な内訳

・プラマーク容器包装・・253t減小(3.0％減)

・ペットボトル・・・・・43t減少(3.5％減）

・飲食用・化粧品びん・・147t減少(2.1％減)

・古紙類・・・・・・・1,192t減少(11.8％減）

・枝葉・草・・・・・・・571t増加(3.6％増）80,834 81,787 
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【平成２６年度事業系ごみ量について】

○許可搬入が前年度比で1,621t減少(2.0％減)

○直接搬入が前年度比で380t減少(12.0％減)

※考えられる要因

⇒事業系ガイドラインの普及

⇒展開検査の強化による搬入規制の実施

　許可ごみ・・・・一般廃棄物収集運搬業の許可業者が排出事業者から委託され搬入したごみ
　直搬ごみ ・・・排出事業者が自ら処理施設へ搬入したごみ
　公共ごみ・・・側溝汚泥・不法投棄・動物の死体・ボランティア清掃など
　資源・・・食品残渣（学校給食残渣・事業系食品残渣）の堆肥化分、公共施設から収集される資源物

⇒年度前半は消費税増税による影響

（買え控え等）による減少

○直接搬入ごみが前年度比で449t増加(4.8％増)

※考えられる要因

⇒ごみ処理施設への自己搬入地域の撤廃

・枝葉・草・・・・・・・571t増加(3.6％増）

※考えられる要因

⇒プラマーク容器包装・ペットボトルでは

容器自体の軽量化

⇒古紙類では秋葉区で集団資源回収モデル

事業実施による減・・618t減少(26.0%減)

⇒枝葉・草は時期による増減あり

・H26.4月の増加率：23.3％

・H27.12月の減少率：37.3％

・H27.3月の増加率：103.2％

○集団・拠点回収が前年度比で595t減少(1.8％減)

・古紙類の集団回収・・・570t減少(1.9％減)

※考えられる要因

⇒集団資源回収登録団体は増加、回収量は減少
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【リサイクル率について】

○リサイクル率が前年度比で0.7ポイント増加

※考えられる要因

⇒新田清掃センターのスラグを埋立地の覆土材

として利用


